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★町の人口★10,237人（+3）男4,845人（+2）女5,392人（+D世帯合計3,530(+11）平成3年9月30日現在（ ）は前月との比較です 

童謡まつりの 町民ミュージカル『赤池の里に朝がきた』 

(10月27日 写す） 第1幕より 

点
 

札
 町

民
手
づ
く
り
ミ
ュ
ー
 

ジ
カ
ル
 
「
赤
池
の
里
に
朝
 

が
き
た
」
 
が
大
成
功
に
終
 

わ
っ
た
。
わ
ず
か
ニ
ケ
月
 

間
の
練
習
だ
け
で
童
謡
、
 

唱
歌
を
二
十
五
曲
、
新
た
 

に
作
詞
作
曲
さ
れ
た
 
「里 

づ
く
り
の
歌
」
 

「
四
季
の
 

歌」 

「
夜
明
け
・
赤
池
」
 
の
 

歌
の
序
章
と
本
歌
を
歌
い
 

通
し
た
。
赤
池
の
里
に
本
当
に
朝
（
未
 

来
）
が
来
た
よ
う
で
あ
っ
た
▼
い
い
歌
・
 

い
い
町
・
い
い
自
然
。
 
い
い
歌
・
い
い
町
・
 

い
い
自
然
。
赤
池
の
里
…
に
朝
が
き
た
。
 

歌
い
ま
し
ょ
う
 
赤
池
町
の
未
来
を
・
・
・
 

赤
池
町
の
未
来
を
…
歌
お
う
…
と
も
に
。
 

赤
池
町
の
未
来
を
…
。
み
な
さ
ん
：
』
 

こ
ど
も
た
ち
の
か
け
声
に
応
え
て
 
「夜 

明
け
・
赤
池
」
 
の
本
歌
が
…
ふ
る
さ
と
の
 

山
河
に
誇
り
を
持
ち
、
童
謡
の
ま
ち
に
 

知
恵
を
出
し
合
い
、
自
分
た
ち
の
手
で
 

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
と
』
巴
局
々
に
歌
わ
れ
 

幕
を
閉
じ
た
▼
き
っ
と
多
く
の
人
が
感
 

動
を
覚
え
た
に
違
い
な
い
。
公
演
後
、
 

会
場
の
町
民
会
館
で
は
、
関
係
者
が
お
 

互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
肩
を
叩
き
合
う
 

姿
が
い
つ
ま
で
も
つ
づ
い
た
。
 
ニ
ケ
月
 

間
こ
ど
も
た
ち
と
練
習
を
共
に
し
た
方
 

が
声
を
震
わ
せ
な
が
ら
言
っ
た
。
 

「こ 

の
子
た
ち
の
一
生
の
う
ち
で
、
本
当
に
 

い
い
経
験
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
 

良
か
っ
た
」
と
▼
こ
ど
も
た
ち
は
、
つ
 

い
に
や
り
遂
げ
た
。
主
役
を
演
じ
た
、
 

出
演
者
の
皆
さ
ん
と
影
で
支
え
て
頂
い
 

た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
言
い
た
い
。
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その他（5.1%) 

消防費 9.688万円 

議会費 8.428万円 

商工費 4.939万円 

諸支出金 1.923万円 

災害復I日費 1億2.137万円（2.4%) 

土木費 1億9.170万円（3.9%) 

生まれかわった赤池中学校校舎 

であいふれあいの 

「ポケッ ト ウォーターフロント」 

平成2年度の一般会計は 

3億2,139万円の赤字でした 
県支出金 

5億3. 669)i 1'i 

(11.6%) 

地力譲与税 5.761万円 

自動車取得税交付金 3.934万円 

繰越金 3.591万円 

利子割交付金 2.028万円 

ゴルフ場利用税交付金 88万円 

その他（3.2%） 交通安全対策特別交付金 163万円 

公債費 

8億4.609万円 

(17

. 1

%)// 

衛生費 

2億1.332万円（4.3%) 

農林水産業費 

2億5.8 15万円（5.2%) 

民生費 

8億1.978万円 

(16.5%) 

前年度繰上充用金 

3億5.014万円（7.1%) 

諸収入 1億2.247万円（2.6%) 

教育費 

4億8.874万円 

(9.8%) 

分担金及び負担金 1億1.606万円（2.5%) 

使用料及び手数料 7.959万円（1.7%) 

労働費 

7億4.049カ円 

(14.9%) 

総務費 

6億8.064万円 

(13.7%) 

その他（0.8%） 財産収入 3.046万円 繰入金200万円 

過去5年間の 

決算額の移り変わり 
（一般会計・歳出） 

平成2年度のー般会計 

層騒携 
”吐1息 ’Jl ‘ 七m 

1.907 蕪鷲 ノ！門 
万円 

→その他 

→土木費 

→前年度繰 
上充用金 

2 

年

度

 

元

年

度

 

63 

年

度

 

62 

年

度

 

61 

年

度

 

平
成
ニ
年
度
の
決
算
が
9
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
が
行
っ
て
い
る
 

事
業
は
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
決
算
は
こ
の
お
金
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
の
中
で
、
 

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
平
成
ニ
年
度
は
赤
池
中
 

学
校
改
修
工
事
や
、
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
（
特
開
事
業
）
・
産
炭
地
域
開
発
 

就
労
事
業
（
開
就
事
業
）
に
よ
る
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
、
市
場
地
区
い
ち
じ
く
 

ハ
ウ
ス
設
置
工
事
な
ど
に
大
き
な
お
金
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
 

ノ
 

税
収
は
横
ば
い
。
地
方
 

交
付
税
と
国
庫
・
県
支
 

畠
金
で
事
業
に
対
応
 

、
 

町
の
一
般
会
計
の
総
収
入
額
（
歳
入
）
 

は
、
四
十
六
億
三
千
八
百
八
十
一
万
円
で
、
 

前
年
度
に
比
べ
る
と
約
四
千
万
円
（
八
・
 

一
％
）
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
 

方
交
付
税
と
町
債
が
減
っ
た
こ
と
が
お
 

ば
い
で
し
た
。
こ
の
う
ち
約
八
割
は
町
 

営
住
宅
の
使
用
料
で
す
。
 

一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
 

な
ど
の
依
存
財
源
は
三
十
九
億
四
千
一
一
 

百
四
十
二
万
円
で
、
収
入
の
八
四
・
九
％
 

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
 
一
番
 

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
し
め
て
い
る
の
が
 

地
方
交
付
税
で
す
。
国
税
五
税
の
収
入
 

額
の
割
合
で
、
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
 

体
の
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
交
 

付
す
る
お
金
で
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
 

を
中
心
に
、
事
業
に
伴
う
国
、
県
の
補
 

助
金
と
町
債
（
借
入
金
）
が
お
も
な
も
の
 

で
す
。
 

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
に
 

比
べ
て
約
一
億
五
千
七
百
万
円
の
減
額
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
対
策
 

債
償
還
基
金
（
借
入
金
返
済
金
）
の
特
 

別
措
置
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。
町
 

債
は
三
千
四
百
四
十
万
円
減
り
ま
し
た
。
 

七
・
六
％
の
減
o

依
然
 

公
債
費
（
借
入
金
）
の
 

返
還
が
重
く
0

メ
イ
ン
 

は
中
学
校
の
校
全
口
改
修
 

工
事
o
 

一
般
会
計
の
総
支
出
額
（
歳
出
）
は
四
 

十
九
億
六
千
二
十
万
円
で
、
前
年
度
に
 

比
べ
る
と
約
四
億
円
（
七
上
ハ
％
）
の
減
 

少
で
し
た
。
決
算
規
模
が
減
っ
た
の
は
、
 

も
な
理
由
で
す
。
 

収
入
の
内
訳
を
財
源
別
に
み
る
と
、
 

町
税
や
諸
収
入
（
預
金
利
子
・
受
託
事
業
 

収
入
）
、
負
担
金
、
使
用
料
な
ど
町
独
自
 

で
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は
、
六
億
九
 

千
六
百
三
十
九
万
円
で
全
体
の
十
五
・
一
 

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
 

が
大
き
い
程
、
財
政
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
 

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
県
内
の
 

平
均
自
主
財
源
は
四
三
％
で
す
）
そ
の
 

中
心
は
町
税
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
 

納
め
た
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
た
ば
 

こ
税
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
」
ハ
・
〇
％
 

の
伸
び
で
し
た
。
使
用
料
・
手
数
料
は
横
 

元
年
度
に
公
債
費
（
借
入
金
）
の
返
済
と
、
 

そ
の
基
金
に
積
立
し
た
た
め
多
く
支
出
 

し
た
こ
と
で
、
二
年
度
は
減
額
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

使
い
方
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務
 

費
が
減
少
し
て
い
る
の
は
先
に
延
べ
た
 

借
入
金
の
返
済
が
減
っ
た
た
め
で
す
。
 

教
育
費
で
は
、
元
年
度
と
二
年
度
で
赤
 

池
中
学
校
校
舎
の
大
規
模
な
改
修
工
事
 

を
行
っ
た
た
め
例
年
よ
り
増
加
し
て
い
 

ま
す
。
前
年
度
繰
上
充
用
金
は
、
元
年
 

度
の
決
算
で
出
た
赤
字
額
を
充
当
し
た
 

も
の
で
す
。
民
生
費
で
は
、
老
人
福
祉
 

や
児
童
福
祉
、
国
民
年
金
、
同
和
対
策
 

関
係
な
ど
を
支
出
し
ほ
ぽ
横
ば
い
の
状
 

況
で
す
。
労
働
費
は
、
失
業
対
策
事
業
 

に
対
す
る
支
出
で
、
道
路
の
改
良
舗
装
 

工
事
や
、
道
路
維
持
等
に
支
出
し
て
い
 

ま
す
。
 

何
と
い
っ
て
も
重
く
の
し
か
か
っ
て
 

い
る
の
は
公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）
で
 

す
。
過
去
石
炭
産
業
の
衰
退
に
よ
る
後
 

遺
症
対
策
と
し
て
、
事
業
の
推
進
を
余
 

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
国
や
県
 

か
ら
お
金
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
 

返
済
の
ピ
ー
ク
が
こ
こ
数
年
続
く
状
況
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
公
債
 

費
が
多
い
自
治
体
は
、
筑
豊
に
集
中
し
 

て
い
ま
す
。
全
国
で
 
「
再
建
団
体
」
 
に
 

指
定
さ
れ
て
い
る
の
が
方
城
町
と
香
春
 

町
で
あ
る
こ
と
か
ら
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
 

て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
ま
す
。
 

一
一
十
一
世
紀
に
は
、
健
全
な
家
計
簿
 

に
す
る
た
め
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 



このたび、赤池町助役という重責を担うこ 
とになりましたが、紙面を借りて一言ご挨拶 

申し上げます。 
まず、住民の皆様方に対し、 日頃、 本町の 

行政の推進につきまして、 多大のご理解とご 

協力を賜わり厚くお礼申し上げます。 
戦後、新たな地方自治制度が施行されて以 

来40年余が経過しましたが、 この間、経済社 
会の変化に伴い、行政施策も産業基盤、 生活 
基盤の整備等、ハード中心から福祉をはじめ 
とするソフト中心へと変化しています。 
一方、地方財政は石油危機以降厳しい状況 

が続いており、行財政改革への努力が続けら 

れています。 
こうした地方自治体をとりまく環境の中で、 

本町は去る9月25日、準用再建 （再建法に基 
づき、同法を準用して財政を再建する方式） 
に係る議会の議決を経て、 自治大臣に再建の 
申し畠を行ったところであります。 

今後、町は指定日 （自治大臣は財政再建計 
画を作成する基準となる日を指定） 現在によ 
り、財政再建計画を作成し、計画的に赤字の 
解消と、財政構造の健全化に努めていくこと 

になります。 
町執行部といたしましても、 この上は一日 

も早く財政再建を達成し、住民の皆様が何を 
求めているのか、常にそのことを考え、 とも 
に歩む姿勢で、来る21世紀を展望した高齢イL 
国際化、情報化をはじめとする、経済社会の 
変化に伴う新たな行政需要の対応に向けて一 

歩一歩着実に努力していく所存であります。 
もとより浅学非才の身ではありますが、 日野 
町長のもと、住民福祉の向上のため、誠心誠意 
努カして参る覚悟でございますので、 よろし 
くご指導、ご協力の程お願い申し上げます。 

(4 ) 
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●国民健康保険特別会計 自営業の人や退職者の医療を給付する会計です。 

●主な収入は保険税と国庫支出金 

●主な支出は医療費と老人保健の拠出金です。 

●2,678万円の赤字額です。 

5 億9,554万円 

6 億2,232 万円 

収入 

支出 

特別会計 ●住宅新築資金等貸付事業特別会計・・・地域改善対策の一環として対象地域の住環境整備のため貸付る事業です。 

●主な収入は貸付金の元利収入と、国と県の支出金、 

町債です。 

●主な支出は公債費（借入金の返済）と貸付金です。 

ー‘ー’ー ー ●5,371 万円の赤字額です。 

2 億9,847 万円 

3 億5,218 万円 

収入 

支出 

老人医療を受け持つ会計です。 

●主な収入は支払基金交付金と 

国庫支出金です。 

●支出額の99.5％は医療費です〕 

●608万円の黒字です。 

町
に
は
、
 

一
般
会
計
と
五
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
 

特
別
会
計
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
 

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
計
は
、
み
な
さ
ん
の
払
わ
れ
る
保
険
 

税
や
使
用
料
、
返
還
金
を
は
じ
め
国
の
補
助
金
や
、
 
一
般
会
計
か
 

ら
の
繰
入
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
 

て
い
ま
す
。
 

8億5,737 万円 

●老人保健特別会計 

収入 

支出 8 億5,129 万円 

●上水道事業特別会計 上水道事業の経営のため独立採算制の会計です。 

●収入のほとんどは、私たちが支払った水道料金です。 

●支出は原水の浄水、配・給水費をはじめ減価償却 
支払利息などです。 

●219万円の黒字です。 

2 億1,054 万円 

2 億0,835 万円 

収入 

支出 

●町立病院事業特別会計 町立病院の経営のための会計です。 

●収入の95 ％が医療収益です。 

●支出は医療費用がほとんとです。 

●5,164万円の赤字です。 

7 億5,820 ii 

8 億0,984 万円 

収入 

支出 

人
権
大
国
を
め
ざ
そ
う
 

「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
亜
さ
れ
 

る
田
川
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
 
「
部
落
 

解
放
基
本
法
制
定
田
川
地
区
集
会
」
 
が
 

十
月
十
一
日
、
郡
内
の
町
長
、
議
長
を
 

初
め
、
各
団
体
の
代
表
者
八
百
名
が
参
 

加
し
、
方
城
町
役
場
前
で
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

方城町役場前で開催された田川地区集会 

い
ま
す
。
経
済
は
大
国
、
人
権
は
赤
字
 

国
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

過
界
中
が
人
権
問
題
に
深
い
関
心
を
 

寄
せ
て
い
る
巾
、
同
じ
国
民
で
、
生
ま
 

れ
た
地
域
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
る
と
い
 

う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
同
和
問
題
解
決
 

へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
人
権
の
尊
さ
 

を
学
ぽ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

新
た
に
な
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
号
」
 

町
内
を
走
っ
て
、
私
た
ち
を
連
ん
で
 

く
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
号
」
。
新
車
が
み
な
 

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

国
連
の
人
権
意
識
調
査
で
は
、
日
本
 

人
の
人
権
意
識
は
十
五
番
目
と
な
っ
て
 

ピカピ力の「ふれあい号」 

10月15日まちの敬老会があり 

ました。今年の対象者（70才以 

上）は1,228 人で、756人の方が 

参加し、楽しいひとときを過ご 

しました。 

ー轟コ鐸ご32卿個 1 

財
政
再
建
の
概
要
 

九
月
二
十
五
日
の
議
会
で
、
準
用
再
 

建
（
再
建
団
体
）
申
出
の
議
決
が
な
さ
 

れ
、
現
在
、
再
建
計
画
策
定
に
向
け
て
 

作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

概
要
に
つ
い
‘
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

赤
字
が
多
額
に
な
っ
た
理
由
 

m
公
共
施
設
及
び
生
活
環
境
の
整
備
や
 

失
業
対
策
事
業
を
多
額
の
地
方
債
 

（
借
金
）
に
頼
っ
て
き
た
結
果
、
公
債
 

費
（
借
金
の
返
済
金
）
が
増
え
た
。
 

②
昭
和
五
十
年
代
に
、
職
員
数
の
増
加
 

な
ど
で
人
件
費
が
一
時
増
大
し
た
。
 

⑧
各
種
使
用
料
が
、
国
の
基
準
よ
り
下
 

回
っ
て
い
た
た
め
、
町
の
負
担
が
増
 

大
し
た
。
 

四
平
成
三
年
度
に
は
、
土
地
開
発
公
社
 

を
解
散
の
方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
 

解
散
し
た
場
合
に
は
、
同
公
社
の
債
 

務
（
二
十
一
億
七
千
百
万
円
）
の
引
 

き
取
り
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。
 

財
政
再
建
の
た
め
の
具
体
的
措
置
 

ー
、
総
括
的
な
事
情
 

①
機
構
の
簡
素
合
理
化
、
職
員
の
適
正
 

配
置
、
事
務
処
理
の
合
理
化
 

②
標
準
財
政
規
模
（
そ
の
町
に
あ
っ
た
 

財
政
状
況
）
を
考
え
た
運
営
を
行
い
、
 

歳
出
の
適
正
化
を
努
め
る
。
 

③
将
来
の
公
債
費
（
借
金
）
負
担
を
軽
 

く
す
る
た
め
、
地
方
債
（
借
り
入
れ
）
 

を
抑
さ
え
る
と
と
も
に
、
極
力
地
方
 

l
ノ
 

地区公連（赤池町地区公民館連合会・ 

太田荒喜会長）が主催したふるさとクリー 

ン作戦が全町内で行なわれ、町は見るみ 

る、きれいになりました。 

fit謡まつりにむけて、その先陣をきっ 

て頂いた事業に、各地区公民館のみなさ 

んをはじめ、商工会や少年野球チーム、 

役場職員など、大きな輪になりました。 

空カン、ゴミは軽トラック37台1 . 5t・・・ 

どこにあったのでしょうか0 

長
寿
 

負ゲるるんか，/ 

町内3校の運動会がありました0 

中学校は9月29日、市場小学校と上野小学 

校は10月6日に天気にも恵まれ、日頃から練 

習した成果を力いっぱいぶっつけていました。 

上野小学校と市場小学校は白組が勝ちました。 

お
め
で
と
う
 

債
の
繰
上
償
還
（
借
金
を
早
く
返
す
）
 

を
し
、
財
政
を
早
く
改
善
す
る
。
 

④
特
定
財
源
（
国
や
県
の
補
助
金
）
を
 

伴
う
支
出
は
、
そ
の
金
額
が
決
ま
っ
 

て
事
業
を
行
な
い
、
歳
入
の
欠
陥
が
 

な
い
よ
う
に
す
る
。
 

2
、
歳
入
に
関
す
る
事
項
 

①
町
税
収
入
の
確
保
を
図
る
。
 

②
公
営
住
宅
の
使
用
料
（
家
賃
）
は
、
 

法
定
限
度
額
（
法
律
で
決
め
ら
れ
た
 

金
額
）
に
近
づ
け
る
。
 

③
他
の
使
用
料
の
適
正
化
を
図
る
。
 

④
住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
の
回
収
率
向
 

上
に
鋭
意
努
力
す
る
。
 

3
、
歳
出
に
関
す
る
事
項
 

①
施
設
な
ど
の
管
理
に
伴
う
経
費
は
、
 

最
小
限
度
の
支
出
に
止
め
、
職
員
の
 

給
与
や
、
補
助
金
、
負
担
金
な
ど
の
 

行
政
的
経
費
は
、
国
ま
た
は
赤
池
町
 

に
似
た
自
治
体
の
水
準
な
ど
を
考
え
 

て
支
出
す
る
。
 

②
建
設
事
業
な
ど
は
、
国
の
補
助
事
業
 

を
中
心
と
し
、
国
の
財
政
措
置
の
な
 

い
地
方
債
の
発
行
を
伴
う
事
業
は
、
 

原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。
 

③
土
地
開
発
公
社
を
解
散
す
る
場
合
、
 

同
公
社
の
債
務
（
借
金
）
の
引
き
取
 

り
が
あ
る
。
 

（写真は8支所高林一さんです） 

秋まつりのど自慢大会が10月 
12日行なわれました。 
30曲のェントリーに33 人の人 

が自慢ののどを披露し、やんや 

のかっさいを浴びていました。 

秋まつりは最高 
10月12 日と13 日に統一 一秋まつり 

が行なわれました。 

13日の共同運行では、町民会館前 

に山車やシャギリ隊の踊り子さんが~ 

そろい、総踊りのあと、山笠運行へ 

と移りました。 

I町内各地で笛やたいこの音が響き 

ました。 
町民会館前にそろった山車と踊り子さん 

11 
よ
フ
 
日
 本
 



、ー 
に
U
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a 

赤池町立病院副院長 

慶瀬憲治先生 

今
回
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
 

て
お
話
し
し
ま
す
。
 

日
本
人
の
肝
臓
病
の
中
で
最
も
多
い
 

の
が
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
で
す
が
、
そ
の
 

原
因
は
、
細
菌
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
い
 

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
微
生
物
に
よ
っ
て
お
 

こ
り
ま
す
。
 

肝
炎
を
お
こ
す
ウ
イ
ル
ス
は
、
現
在
 

わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
5
種
類
あ
り
、
 

A

・
B

・
c

・
D

・
E
型
と
呼
ん
で
い
 

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
新
し
い
ウ
イ
ル
 

ス
が
判
明
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

で
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
、
ど
 

の
よ
う
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
？
・
 

肝
臓
の
状
態
か
ら
、
急
性
肝
炎
・
慢
 

性
肝
炎
・
劇
症
肝
炎
・
肝
硬
変
と
分
類
 

さ
れ
ま
す
。
 

●
急
性
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
 

急
性
肝
炎
を
お
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
は
 

A

・
B

・
c

・
E
型
・
そ
の
他
（
サ
イ
 

ト
メ
ガ
ロ
・
E
B
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
 

い
ま
ま
で
元
気
だ
っ
た
人
が
、
急
に
 

き
つ
さ
・
だ
る
さ
を
感
じ
た
り
、
時
に
 

熱
が
出
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
 

は
き
け
や
暇
吐
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
 

り
ま
す
。
 

そ
の
う
ち
、
お
し
っ
こ
の
色
が
ウ
ー
 

ロ
ン
茶
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
に
 

し
て
お
く
と
白
目
の
部
分
が
黄
色
に
な
 

り
、
皮
膚
も
だ
ん
だ
ん
黄
色
に
な
っ
て
 

く
る
（
黄
痘
）
の
が
、
急
性
肝
炎
で
す
。
 

ー
・
A
型
肝
炎
 

A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ
て
起
 

こ
り
ま
す
。
 
こ
の
病
気
は
、
二
度
の
世
 

界
大
戦
中
、
軍
隊
で
大
流
行
し
た
り
、
 

井
戸
や
簡
易
水
道
か
ら
、
あ
る
地
域
に
 

は
や
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
流
行
性
 

肝
炎
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

●
ど
う
し
て
流
行
す
る
の
か
 

A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
口
か
ら
は
 

い
っ
て
感
染
す
る
か
ら
で
す
。
A
型
肝
 

炎
患
者
さ
ん
の
便
に
出
た
ウ
イ
ル
ス
で
 

汚
染
さ
れ
た
水
や
食
物
を
飲
ん
だ
り
食
 

べ
た
り
し
て
う
つ
る
た
め
、
お
な
じ
家
 

族
や
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
で
流
行
す
 

る
の
で
す
。
し
か
し
、
最
近
の
日
本
で
 

は
、
衛
生
環
境
が
よ
く
な
り
、
特
に
上
 

下
水
道
が
完
備
さ
れ
、
大
流
行
は
少
な
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●
ど
ん
な
人
が
か
か
る
の
か
 

A
型
肝
炎
は
一
度
か
か
る
と
 

度
と
 

（
き
つ
い
・
だ
る
い
・
食
欲
が
な
い
・
は
 

き
け
・
嘘
吐
・
黄
痘
な
ど
）
が
出
て
き
 

ま
す
。
肝
機
能
検
査
で
も
、
他
の
急
性
 

肝
炎
よ
り
も
高
い
異
常
値
が
出
ま
す
が
、
 

急
速
に
正
常
化
し
、
子
供
で
1

ケ
月
、
 

大
人
で
2

ケ
月
く
ら
い
で
よ
く
な
る
こ
 

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
 

ま
た
、
子
供
の
場
合
、
症
状
が
軽
く
 

黄
痘
の
出
な
い
こ
と
も
多
く
、
カ
ゼ
と
 

ま
ち
が
え
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
 

A
型
肝
炎
は
、
病
気
と
し
て
は
良
く
 

治
る
の
で
、
あ
ま
く
み
が
ち
で
す
が
、
 

50 

歳
以
上
の
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
時
 

に
（
1
％
く
ら
い
の
割
合
で
）
劇
症
肝
 

炎
と
い
う
意
識
障
害
を
と
も
な
う
重
度
 

の
肝
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
 

意
が
必
要
で
す
。
 

●
劇
症
肝
炎
と
は
 

劇
症
と
い
う
言
葉
は
、
少
し
わ
か
り
 

に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
 

初
期
の
検
査
と
治
療
を
し
っ
か
り
と
／
 

肝
臓
病
教
室
 
3
 

か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
抗
体
が
で
 

き
る
か
ら
で
、
日
本
で
は
 40 

歳
以
上
の
 

人
の
 80 

％
以
上
が
こ
の
抗
体
を
持
っ
て
 

い
ま
す
。
 

一
方
 
20 

歳
以
下
の
人
は
ほ
と
ん
ど
が
 

抗
体
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
 

A
型
肝
炎
に
は
若
い
人
が
多
く
か
か
り
 

ま
す
。
特
に
最
近
で
は
、
東
南
ァ
ジ
ア
 

な
ど
へ
旅
行
す
る
機
会
も
増
え
た
た
め
、
 

外
国
で
A
型
肝
炎
に
か
か
る
人
も
増
え
 

て
い
ま
す
。
 

●
か
か
る
と
ど
う
な
る
の
か
 

A
型
肝
炎
に
か
か
る
と
、
ほ
と
ん
ど
 

の
人
が
熱
を
出
し
ま
す
。
熱
は
、
 
38 

度
 

以
上
で
、
そ
の
後
、
急
性
肝
炎
の
症
状
 

【 

露
症
で
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
大
 

変
恐
ろ
し
い
肝
炎
で
す
。
 

症
状
は
、
急
性
肝
炎
の
症
状
と
と
も
 

に
、
夜
眠
ら
な
い
・
興
奮
し
や
す
く
な
 

る
・
妙
な
こ
と
を
言
う
な
ど
の
精
神
症
 

状
が
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
う
と
う
と
 

し
、
寝
て
ば
か
り
い
る
・
昏
睡
（
完
全
 

な
意
識
の
消
失
）
状
態
と
な
り
、
患
者
 

さ
ん
の
う
ち
約
 70 

％
の
人
が
死
亡
し
て
 

し
ま
い
ま
す
。
 

A
型
肝
炎
ば
か
り
で
な
く
、
B

型
、
 

c
型
急
性
肝
炎
で
も
同
様
に
劇
症
肝
炎
 

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
 

肝
炎
ぐ
ら
い
と
軽
く
考
え
ず
、
病
気
の
 

初
期
に
し
っ
か
り
検
査
・
治
療
す
る
こ
 

と
が
大
事
で
す
。
 

B

気
軽
に
ど
う
ぞ
 

ソ
 

国
民
年
金
相
談
所
を
開
設
 

イー 

国

民

年

金

係

 
、 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
こ
と
で
 

困
っ
て
い
る
人
、
年
金
が
も
ら
え
る
か
 

ど
う
か
不
安
に
思
っ
て
い
る
人
な
ど
、
 

年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
 

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

，
と
 

き
 

11
 

月
 19 

日
因
、
午
前
 10 

時
 

か
ら
午
後
3
時
ま
で
 

，
と
こ
ろ
 

赤
池
町
民
会
館
 
第
3
会
 

議
室
（
2
階） 

，
相
談
員
 
社
会
保
険
事
務
所
職
員
 

『
毎
日
が
火
の
元
警
報
発
令
中
』
 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

11
 

月
9

日
か
ら
 15 

日
ま
で
、
秋
の
火
 

災
予
防
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
も
っ
と
も
火
 

災
の
多
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
火
災
予
 

防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
 

か
ら
の
事
故
や
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
 

こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

田
川
地
区
で
も
消
防
本
部
を
中
心
に
ポ
 

ス
タ
ー
・
標
語
の
掲
示
を
は
じ
め
、
病
 

院
や
施
設
な
ど
の
点
検
な
ど
行
な
い
ま
す
。
 

次
の
表
は
過
去
三
年
間
、
火
災
の
お
き
 

た
田
川
地
区
の
現
状
で
す
。
た
ば
こ
や
火
 

遊
び
な
ど
充
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

相
 

り
乙
 m

 

元年 2年 3年 

3年の68件のうち、ワースト4 
1．たばこ  （11件） 
2 ．火遊び  （10件） 
3 一たき火  （8 件） 
4 ，放 火  （5 件） 

虻
害
復
興
住
宅
資
金
の
ノ
 

融
資
に
つ
い
て
 

イ
 

住

宅

金

融

公

庫

 
×
 

平
成
3

年
9

月
 26 

日
か
ら
の
台
風
 19
 

号
に
よ
る
災
害
に
か
か
る
災
害
復
興
住
 

宅
資
金
の
融
資
を
行
い
ま
す
。
 

，
募
集
期
間
 
平
成
3
年
 12 

月
3

日
ま
で
 

，
条
件
 
住
宅
に
関
し
5
割
以
上
の
被
 

害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
築
ま
 

た
は
購
入
資
金
を
、
住
宅
に
 10 

万
円
以
上
の
被
害
が
あ
っ
た
場
 

合
は
補
修
資
金
を
融
資
し
ま
す
。
 

，
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
 

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
（
容
0
9
2
ー
 

7
2
2
1
5
0
1
1

）
又
は
、
も
よ
り
の
 

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
の
金
融
機
関
へ
 

女
性
の
悩
み
引
き
受
け
ま
す
 

巡

回

婦

人

相

談

 

田

川

福

祉

事

務

所

 

あ
な
た
の
秘
密
は
必
ず
お
守
り
し
ま
 

す
。
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

，
い
 

つ
 

11 

月
 13 

日
困
 10 

時
、
 15 

時
 

，
ど
こ
で
 

田
川
総
合
庁
舎
第
4

会
議
室
 

（
田
川
市
伊
田
松
原
通
）
 

，
内
 

容
 
夫
の
暴
力
、
酒
乱
、
男
女
 

関
係
を
は
じ
め
、
借
金
な
ど
、
ど
ん
 

な
心
配
ご
と
で
も
。
 

．
相
談
料
 
無

料

 

．
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
福
祉
事
務
所
 

谷
4
4
1
8

ー
 1
1
内
線
6
3
番
 

（
刻
蕎
飼
伽
」
災
N
えい
ii
) 

／
緑
ケ
丘
ニ
ュ
多
ウ
ノ
の
中
野
さ
ん
 

10 

月
 12 

日
か
ら
 17 

日
ま
で
石
川
県
で
 

開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
の
空
手
道
 

大
会
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
中
野
憲
明
さ
 

ん
（
日
本
セ
メ
ン
ト
香
春
製
鋼
所
勤
務
）
 

が
出
場
し
ま
し
た
。
 

み
か
ん
狩
り
へ
ど
う
ぞ
 

さ
わ
や
か
な
秋
の
季
節
、
無
農
薬
、
 

有
機
栽
培
で
糖
度
抜
群
の
み
か
ん
。
台
 

風
に
も
耐
え
て
実
を
秋
風
に
ゆ
ら
し
て
 

い
ま
す
。
 

ご
家
族
で
、
お
友
だ
ち
ど
う
し
で
、
 

お
弁
当
持
参
で
来
ま
せ
ん
か
。
山
か
ら
 

の
眺
め
も
見
事
で
す
。
 

入
園
料
、
試
食
は
無
料
で
す
。
 
11
 

月
 

中
旬
か
ら
 12 

月
中
旬
ま
で
是
非
お
出
か
 

け
下
さ
い
。
 

今
屋
敷
 
熊
谷
大
次
郎
さ
ん
よ
り
 

谷
 28 

1
3
0
8
3
 

10月例会成績 

優勝者 

B パート焼山文明さん（高 尾） 

Cパート臼木政美さん（緑ケ丘N.T) 

H 月の例会および勉強会日程 

月例会10 日（日） 

9時30分～17時まで 

勉強会16日田・23日田 

13時～17時まで 
場 所赤池町民会館 

平成3年度前期昇段・昇級者 

日高安信さん 3段→4段 

大迫 博さん 2級→1級 

10月より、後期も始まりま 

した。昇段、昇級を目指し共 

に頑張りましょう。 

囲碁同好会 

縄田会長より 

‘脚世 検診で行なわれる主な検査 

9
月
か
ら
健
康
診
査
が
 

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
 

機
会
を
逃
が
し
て
ま
だ
受
 

け
て
い
な
い
方
は
左
記
の
 

内
容
で
行
っ
て
い
ま
す
の
 

で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。
 

ま
た
、
健
康
診
査
を
受
 

け
た
方
は
、
結
果
を
日
常
 

生
活
の
改
善
に
ぜ
ひ
反
映
 

し
て
ド
さ
い
／
 

イ胸部 、 
~ レヒ竺ン 

1菟食： 
たん白、糖、潜 
血（血が混ず 
る）の有無を 
調べる 

熔疾検査 

（たん） 

と
 
き
 

と
一
」
ろ
 

11 

月
 13 

日
困
・
 
12 

月
4

日
困
 

13 

時
 30 

分
か
ら
 15 

時
ま
で
 

町
民
会
館
 

料
 
金
 
肺
ガ
ン
検
診
4
0
0
円
 

一
般
健
康
診
査
6
0
0
円
 

※
継
続
的
に
記
入
し
て
い
く
こ
と
で
、
 

健
康
状
態
の
変
化
が
わ
か
り
や
す
く
な
 

り
ま
す
の
で
、
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
 

下
さ
い
。
 

理化学検査 歯科検診 

硬
か
病
手
 

脈
わ
尿
の
 
『 

動
が
糖
療
弱
 

“
島
J
謝
寅
 

圧
程
か
の
り
 

血
の
ほ
ど
か
 

高
化
る
な
が
 

心臓の筋肉の異 
常、心」臓の肥大、 
不整脈、心臓を 
とりまく血管の 
動脈硬化がわか 
る。 

今後あなたにあっ 
た食べ物などの 
ヒ 

総コレステロール 
GOT、 GPT、 
赤血球数、ヘマ 
トクリッ ト、ヘ 
モグロビン、血 
糖などを調べ 
ることで、動脈 
硬化、肝機能、 
貧血、糖尿病等 
の診察の手が 
かりとなる。 

聴診・打診・ 
触診などによ 
る検査 

歯周炎、歯肉炎、 
むし歯等の診察 
および保健指導 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑨
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
9
月
 20 

日
、
 10 

月
 20 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

藤
田
秀
人
（
天
郷
岩
）
 

o
児
玉
シ
ズ
ェ
（
伏
原
）
o

村
上
博
子
 

（
市
場
）
o

世
良
則
文
（
上
小
路
）
o

島
 

田
巧
（
生
力
N
T
)
o

立
花
隆
（
方
城
）
 

o
高
崎
潜
（
生
力
N
T

）
以
上
七
件
一
一
 

十
七
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
0
2
支
所
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
 

ラ
ブ
廿
一
万
円
o

九
光
石
油
廿
五
千
円
 

o
小
野
シ
ズ
ェ
廿
四
千
二
百
円
o

匿
名
 

の
方
三
件
廿
一
万
三
千
二
百
円
 

【
賛
助
会
費
】
 

（
個
人
、
 

一
般
一
口
廿
 

千
円
）
o

後
藤
英
彦
廿
一
ロ
o

沢
永
孝
 

美
n

一
ロ
o

水
永
い
と
こ
会
廿
四
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

増
住
フ
ジ
エ
廿
 

五
千
円
o

熊
谷
保
興
廿
一
万
円
o

福
祉
 

、
パ
ス
内
「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
 
廿
六
万
 

七
千
二
百
四
十
三
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
池
田
福
勇
廿
プ
リ
ン
 75 

個
o

藤
村
商
 

×
 

店
H
鰻
頭
 60 

個
o

大
庭
美
智
枝
廿
リ
ポ
 

ビ
タ
ン
ー
箱
o

小
松
鈴
枝
廿
ビ
ー
ル
ー
 

ケ
ー
ス
o

小
松
鮮
魚
店
廿
缶
ビ
ー
ル
ー
 

ケ
ー
ス
o

天
国
社
廿
菓
子
 60 

個
o

ァ
ワ
 

ャ
呉
服
店
廿
金
一
封
o

木
村
正
史
廿
な
 

し
 50 

加
 

11 月福祉センターの行事 
。休館日 3 日、4 日、11日、17 日、18 日、23日、 

24 日（臨時休館）、25日 
。心配ごと相談日 7日困、19日因、27日困 

午前10時30分より午後3時30まで 
。健康相談日 12日因午前10時30分より午後2時まで 
。健康講演会 13日困午前11時より 
。仏教講演会 14日困午前11時より 
。演 芸 入館者の方へ自由に舞台を提供しています。 
。福祉バス運行日 毎日運行しています。 

※ゲートポール場も自由にご利用下さい。（道具も準備しています） 

 ノ 



8 
■ 

冒・ 
小学校新入学予定者の 

健康診断と適性検査

来年度に小学校入学予定者の健康診断と適性検 

査が次のとおり行なわれます。該当する人はもれ 

なく受けて下さい。 

●い つ 11月21日困 午後1時30分～ 

●とこで 赤池町民会館 

●該当者 昭和60年4月2日から 

昭和61年4月1日生まれの人 

●問い合わせ 赤池町教育委員会 谷28- 4 1 0 0 

検 

診 
. 

相 

談 

圏
婦
人
ガ
ン
検
診
 

1
日
岡
町
民
会
館
 
（
 30
 

才
以
上
 
） 

9
時
、
 10 

時
 30 

分
 

／ 

の
女
性
×
 

圏
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

6
日
困
4
区
公
民
館
（
3
才
以
上
）
 

13 

時
 30 

分
、
 14
 

時
 30 

分
 

圏
ポ
リ
オ
 

7
日
困
 

町
民
会
館
 
（
生
後
3
ケ
月
ン
 

13
 

時
 30
 

分
、
 14
 

時
 30 

分／ 

ー
 18
 

ケ
月
×
 

ロ
胃
ガ
ン
検
診
 

8
日
岡
 

町
民
会
館
 

（
 40
 

才
以
上
ン
 

9
時
5
 10 

時
 30 

分
 

／ 

の
人
×
 

圏
「
種
混
合
 

12
 

日
因
 

町
民
会
館
 

（
生
後
 12
 

ケ
月
ン
 

13 

時
 30
 

分
、
 14
 

時
 30 

分／ 

ー
 48
 

ケ
月
＼
 

ロ
一
般
健
康
診
査
 

13 

日
困
 

町
民
会
館
（
 40
 

才
以
上
の
人
）
 

13 

時
 30 

分
、
 15 

時
 

圏
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

14 

日
困
 

老
人
ホ
ー
ム
 
「
天
郷
荘
」
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
（
3
才
以
上
）
 

圏
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

15 

日
圏
 

町
民
会
館
 

（3
才
以
上
）
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

圏
乳
児
相
談
 

18 

日
囲
町
民
会
館
（
生
後
4

.7

ジ
 

10 

時
、
 11
 

時
 

／
 

10
 

ケ
月
児
×
 

ロ
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

20 

日
困
 

4
区
公
民
館
（
3
才
以
上
）
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

圏
ー
才
半
検
診
 

21 

日
困
 

9
区
公
民
館
へ
1
才6
ケ
月
ノ
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
イ
1
才9
ケ
月
×
 

圏
健
康
相
談
 

22 

日
困
 

町
民
会
館
 
令
日
に
受
診
ン
 

13 

時
 30 

分
、
 15 

時
 

／
 
さ
れ
た
人
×
 

圏
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

27 

日
困
 

老
人
ホ
ー
ム
 
「
天
郷
荘
」
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
（
3
才
以
上
）
 

園
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

28 

日
困
 

町
民
会
館
（
3
才
以
上
）
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

圏
麻
し
ん
 

29 

日
岡
 

町
立
病
院
 

（
 18
 

ケ
月
ー
ン
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
／
 36
 

ケ
月
児
×
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
挑
戦
し
な
い
か
 

平
成
四
年
度
生
徒
募
集
 

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
 

，
募
集
内
容
 

＊
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
 
50 

名
 
男
・
女
 

＊
情
報
シ
ス
テ
ム
科
 
50 

名
 
男
・
女
 

い
ず
れ
も
全
日
制
 
2
年
 

推
せ
ん
入
学
（
1

・
2

・3
期
の
3
回） 

平
成
4
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
 

み
で
出
身
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
た
 

人
。
ま
た
、
社
会
人
は
、
事
業
主
の
 

推
せ
ん
を
受
け
た
人
。
 

一
般
入
学
（
4

・
5

・
6
期
の
3
回） 

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
 

以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
 

，
問
い
合
わ
せ
先
 

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
 

直
方
市
植
木
八
四
九
番
地
の
一
 

谷
0
9
4
9
2
1
3
1
0
2
0
0
番
 

×
税
蒼
知
る
週
聞
 
「 

▽
 
11 

月
 11 

日
か
ら
 17 

日
ま
で
△
 

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る
 

ア
ク
シ
ス
伊
田
店
2
階
に
て
、
税
金
 

展
、
税
の
無
料
相
談
等
を
催
し
ま
す
の
 

で
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
 

( 11 

日
か
ら
 13 

日
ま
で
）
 

田
川
税
務
署
谷
 
4
4
1
0
4
3
0
 

ご
め
ん
な
さ
い
。
 
10 

月
号
一
 

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 .
 

3
カ
所
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
 

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

①
町
内
長
寿
ベ
ス
ト
 10 

の
お
じ
い
ち
ゃ
 

ん
の
7
位
5
 10 

位
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

隔

雄

ー

‘

，

,

,

 

おじいちゃん 

原田 石橋明治郎（91) 

大和2 園田 利衛（91) 

上野 

病院 
河村 繁吉（91) 

西ケ丘 窪田 耕平（90 ) 

②
ま
ち
の
わ
だ
い
の
 
「
里
い
も
の
花
」
 

の
大
久
保
清
さ
ん
は
、
大
久
保
満
さ
ん
 

で
す
。
 

③
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
の
少
年
野
球
チ
ー
 

ム
の
高
林
博
人
く
ん
は
、
平
川
博
人
く
 

ん
で
す
。
 

身体障害のある 

児童の
、
、育相談

お子さんの身体発育での心配ごとや、気になって 

いることはありませんか。医師による診査と相談 

を行ないます。 

と き 11月27日（水）13 : 00 --14 

●ところ 田川保健所 

●対 象 満18才未満の児童 

●持参するもの 。母子手帳 。保険証 

。乳幼児医療証（3才まで） 

00 . 

あなたも緑のオーナーに 

国有林の分収育林 

緑の山づくりの一貫として、緑のオーナー制度 

に取り組んでいます。 

●オーナー制度とは 

1口50万円の負担で国有林と立木の共有者となり 

伐採時に木材販売収益の分配を受けます。 

●申し込みの単位 1口以上（1口50万円） 

●募集期間 平成4年2月14 日まで 

●契約対象の森林 遠賀郡岡垣町戸切荒田国有林 

面 積 樹種 林令 契約期間 募集口数 

3.46へクタール ヒノキ 33年 18年 30口 

●問い合わせ 直方営林署 谷09492⑥ 4041 

11月は、雇用保険‘‘さわやか受給’’推進月間で 

す。雇用保険制度を正しく理解していただき、正 

しい申告や届出のもと、明るくさわやかに受給し 

ていただくための強調月間です。 

●受給者のみなさまへのお願い．ノ 

。失業認定申告書は、正しく記入しましょう。 

。就職、就労、内職、手伝などは、収入の有無に 

かかわらず届けましょう。 

●事業主のみなさまへのお願い／ 

。雇用保険を受給されている人が、貴社で就労ま 

たは採用された場合には、ハローワーク（公共職 

業安定所）へ正しく届け出るようご指導下さい。 

。従業員を雇い入れた場合、又は従業員が退職し 

た場合の雇用保険の各種届け出は間違いのない 

よう作成してください。 福岡県労働部雇用保険課 

~ 職 業 訓 練 生 を 

募 集 し ま す 
●募集科目 情報製図科20人,陶磁器科10人 

電子計算機科10人 

●応募資格 高校卒以上、原則として30歳以下 

●訓練期間 平成4年4月～平成3年3月までの1年間 

●募集期間 平成3年11月11日～平成4年2月7日 

●問い合わせ 福岡県立筑豊東高等技術専門校 
（田川市糖2059番地）冒44- 1676 


